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の第一章から提示する読解は、すべて同じ方向を向いている。これらの読解は、超越論という考えを「刷新し」「純化する」と う計画におけるサルトルにしたがっている。サルトルは、 自我の超越』にお て、自我の背後に、定立的でなく、それ自体措定的ではない意識 、すなわち自我がそれの反省的な部分でしかないような非人称的 自発性 発見した、というふうに知られている。ドゥル
lズは、意識という媒体を取

































在するもの 存在の様態」であると措定している。私 過去と関係を持ちつつ、それゆえに私は存在と、そして、もはや単に現働的で心理学的であるだけでなく、潜在的で 論的でもある実在性と関係を持つのである。ドゥル
lズは明らかに潜在的[という概念]を、持続を、このよ
うに完全に脱心理学化するため 用いている。持続す 自我ではなく、持続であるところの存在であり 差異
H微分化されている潜在的な
























































論的なものの確証 可能性 諸条件がそこで現実存在全体を包摂する現存在の存在論的構造、などである。このように、現存在は、少なく も『存在と時間』の時代においては、
ついには現存在において現実存在それ白




















































意味す かのような「紋切り型」にわれわれが再び陥るなどと思つてはならない。反対に、それは最高のパラドックスであり、思考するのが最も困難なことである。時聞は われわれの主観的な内面性でないばかりか、 はやわれわれの客観的な外部性でもない。そ は、心理学的でい内面性である。新たなパラドックスだ。ドゥル
l
ズは、実際、時聞が
精神の中にあるなどとい たい では いと明言し がら、カントにおける「内面性の形式」としての時聞を引き合 にだしている [時聞が精神の中にあるのではなく]反対に、精神は時間 中 あり、時聞 よってひびを入れられ、時聞による触発として各瞬間に分裂させら る(時
? ?
聞における受動的で変化する〈私〉)。持続によっ 、今度 ベルクソンが内面性の形式としての時聞を発見す 。カントとは違 ひとつの宇宙的な内面性であり、〈 かれた の〉の創造性であり すべてを包み込む〈関係
γ
である。したがって、「時間の内部にいるのがわれ


































ろに自分自身の分身を見ょうとする狂った欲望によって荒廃させられた宇宙である。ドゥル!ズの哲学は〈一者/全体〉を人間なしで思考し、〈開かれたもの〉を、唯一 主観性として、唯一の実在的な超越論的 ものとして、すべての諸事物の、そしてそれゆえに結局のところまた:::人間的な主観性の、発生の唯一 場所として措定するのである。註(1)Q--guo-ORPQ
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